
今
定
例
会
で
は
、
一
般
会

計
三
億
三
四
〇
〇
万
四
〇
〇

〇
円
お
よ
び
特
別
会
計
の
補

正
予
算
が
市
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
を

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
の
主
な

内
容
は
、
総
務
費
で
は
、
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
改
修
経
費
五
一

二
三
万
七
〇
〇
〇
円
を
措
置

す
る
と
と
も
に
、
民
生
費
で

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
四

五
六
二
万
八
〇
〇
〇
円
、
重

度
障
害
者
医
療
費
支
給
関
係

経
費
五
四
〇
〇
万
円
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
開
設
経
費

三
〇
〇
〇
万
円
、
小
児
医
療

費
助
成
経
費
三
八
二
四
万
七

〇
〇
〇
円
お
よ
び
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
経
費

二
二
五
六
万
九
〇
〇
〇
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
老
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

六
二
〇
万
九
〇
〇
〇
円
、
予

防
接
種
関
係
経
費
一
六
五
〇

万
円
、
お
よ
び
老
人
保
健
事

業
関
係
経
費
五
七
〇
〇
万
円

を
措
置
す
る
と
と
も
に
、
教

育
費
で
は
、
要
保
護
及
び
準

要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
一

一
九
九
万
二
〇
〇
〇
円
の
追

加
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
、
七
七
〇
億
六

九
六
〇
万
八
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
し
た
。

競
輪
事
業
会
計
で
は
、
日

本
自
転
車
振
興
会
等
の
補
助

金
を
財
源
と
し
て
、
競
輪
演

出
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
等
を

計
上
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

で
は
、
療
養
給
付
費
交
付
金

お
よ
び
繰
越
金
等
を
財
源
と

し
て
、
老
人
保
健
拠
出
金
等

を
計
上
し
、
交
通
災
害
共
済

事
業
会
計
で
は
、
繰
入
金
等

を
財
源
と
し
て
、
今
後
見
込

ま
れ
る
見
舞
金
を
措
置
し
ま

し
た
。

老
人
保
健
医
療
事
業
会
計

で
は
、
繰
入
金
を
財
源
と
し

て
人
件
費
を
追
加
計
上
し
、

介
護
保
険
事
業
会
計
で
は
、

支
払
基
金
交
付
金
等
を
財
源

と
し
て
、
保
険
給
付
費
等
を

措
置
し
ま
し
た
。

真
田
地
区
で
の
公
共
下
水

道
施
設
の
設
置
事
業
に
つ
い

て
委
託
契
約
を
締
結
す
る
に

当
た
り
、
そ
の
予
定
価
格
が

一
億
七
〇
〇
〇
万
円
以
上
と

な
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議

決
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
契
約
は
、
委
託
金
額

二
億
八
〇
〇
〇
万
円
で
平
塚

市
真
田
特
定
土
地
区
画
整
理

組
合
を
相
手
方
と
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
、
同
契
約
の
締

結
を
賛
成
多
数
で
承
認
し
ま

し
た
。

十
四
年
十
月
一
日
、
台
風

二
一
号
の
大
雨
に
よ
り
、
市

が
発
注
し
た
中
堂
地
区
で
の

雨
水
排
水
施
設
工
事
現
場
か

ら
雨
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
多

数
の
乗
用
車
や
建
物
が
浸
水

し
た
水
害
事
故
で
、
市
が
被

災
者
側
へ
八
二
九
万
六
一
五

〇
円
を
支
払
う
和
解
契
約
を

締
結
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

市
の
建
設
工
事
補
償
等
認

定
委
員
会
は
、
こ
の
水
害
事

故
を
人
為
的
災
害
と
認
め
、

本
工
事
の
施
工
業
者
二
社
と

ポ
ン
プ
場
管
理
業
者
一
社
の

ほ
か
、
発
注
者
で
あ
る
市
に

も
管
理
監
督
責
任
が
あ
る
と

し
て
、
被
害
総
額
約
三
五
〇

〇
万
円
の
内
、
一
部
を
市
が

負
担
す
る
こ
と
で
、
被
災
者

側
と
の
和
解
が
合
意
に
達
し

た
も
の
で
す
。
和
解
金
は
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
お
い
て
措
置
し
ま
し

た
。
議
会
で
は
、
本
契
約
の

締
結
を
全
員
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
十
四
年
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
一
月
二

十
六
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
、
会
期
二
三
日
間

で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、「
平
塚
市
情
報
公
開
条
例
」
の

制
定
に
係
る
議
案
を
は
じ
め
、「
平
塚
市
一
般
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
平
塚
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
な
ど
、
条
例
の
一
部
改
正
に
係
る
議
案
が
七

件
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
が

七
件
の
ほ
か
、
真
田
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
に
お

け
る
公
共
下
水
道
の
設
置
事
業
に
伴
う
委
託
契
約
の

締
結
に
係
る
議
案
、
台
風
二
一
号
に
よ
る
水
害
事
故

に
伴
う
和
解
契
約
の
締
結
に
係
る
議
案
な
ど
、
報
告

を
除
く
市
長
提
案
の
一
九
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
、

中
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
お
よ
び
平
塚
市
病
院
事

業
の
各
決
算
の
認
定
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
本
市
は
市
制
施
行

七
〇
周
年
を
迎
え
、
ま
た
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大

会
で
は
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
チ
ー
ム
を
誘

致
し
、
さ
ら
に
平
塚
海
岸
に

海
水
浴
場
を
再
開
す
る
な

ど
、
多
く
の
喜
ば
し
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
で
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

い
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
行
政
運
営
の
簡
素
・

効
率
化
、少
子
高
齢
化
対
策
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
問
題
、

湘
南
市
構
想
な
ど
の
諸
課
題

が
山
積
す
る
中
、
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
市
議

会
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
市

議
会
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
会
計 １１１２２２月月月定定定例例例会会会
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情
報
公
開
条
例
の
制
定
な
ど

審議の概要

真
田
地
区
公
共
下
水
道

委
託
契
約
締
結
を
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算

三
億
三
四
〇
〇
万
円
余
を
追
加

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

和
解
契
約
の
締
結
を
承
認

昨
秋
の
中
堂
地
区
浸
水
事
故
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
議
会
議
長

佐
藤

宏
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